
部長 伊藤 篤

住宅課 「今後の市営住宅のあり方に関する意見書」に沿った業務を進めます 評価 S
【評価理由と今後の方針】
 「今後の市営住宅のあり方に関する意見書」に基づき、新利便性係数による家賃の徴収を開始し、
宝塚団地・上川団地の住み替えも順調に進めることができました。一方で、指定管理者制度の導入検
討は進めたものの期待するほどの効果は得られなかったため、今後は、市営住宅の合理化に向けた別
の方策を検討します。また、小集落改良住宅については、一般住宅との差異の解決が課題であり、共
通の基準の設定や譲渡等を含め検討してまいります。
用地対策課 公共事業用地の速やかな取得をめざします 評価 B
【評価理由と今後の方針】
 公共事業用地の取得は、8筆中7筆の買収・寄付を完了しましたが、用地取得率は87.5％で目標の
100%には至らず、次年度へ継続した交渉を進めることとなり、官民境界立会は、申請件数298件に
対し275件の実施に約30日を要しました。今後は、用地取得率の向上と「新しい生活様式」の定着に
順応した境界立会を検討し迅速な対応を図っていきます。

作成者
（評価者）

組織の概要（主な業務）
 建設部は、以下の役割を担っています。
①道路や河川、公園と言った社会インフラの整備と機能保全により、安全で安心できる生活の提供
②都市計画の基本的な方針である『松阪市都市計画マスタープラン』に基づいた都市づくりの誘導
③低所得者層の住まいのセーフティーネットである市営住宅の機能維持と合理化
④都市計画法に基づく開発行為の指導、並びに建築基準法に基づく建築物の審査等による、住みやすいま
ちづくりの推進
⑤市が所管する教育施設や文化施設など公共建築物の営造と修繕

評価基準…S（100%以上）、A（90~99%）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）

１．令和元年度「実行宣言」の評価

【評価理由と今後の方針】
 道路・公園は、「松阪市橋梁長寿命化修繕計画」に基づく緊急輸送道路を優先した橋りょう整備と
松阪市総合運動公園の建設により、インフラ整備を進めることが出来ました。河川は、九手川改修事
業による洪水対策を進める一方で、床上浸水被害ゼロに向けた取り組みは、百々川流域の対策実施計
画の策定が遅れています。今後は、百々川改修事業と整合を図りつつ、事業着手を検討する甚太川改
修事業による効果も合わせ浸水被害の軽減策を見出します。

評価

令和２年度 建設部の「実行宣言」

A土木課 市民ニーズに対応し安心して住めるインフラ整備を進めます 

建設保全課 道路や排水路などの機能保全・維持管理を進めます 評価 A
【評価理由と今後の方針】
 道路施設の維持修繕は、地元自治会から多くの要望を受けながらも、地元と優先順位を協議し、複
数年に分割するなどで地元の理解を得て進めています。一方で、排水ポンプの老朽化対策は遅れてい
ることから、定期点検結果を活用した組織ぐるみの修繕計画を早期策定し、排水ポンプの老朽化対策
を進めます。また、道路瑕疵防止の一案として松阪ナビの活用を促進します。



建築開発課 適正かつ円滑な建築・開発行政・空家等対策を行います 

都市計画課 まちの賑わいにつながるまちづくりを進めます 評価 A
【評価理由と今後の方針】
 「松阪駅西地区市場動向調査」による民間事業所へのアンケートやヒアリング調査を実施し、松阪
駅西地区複合施設計画の事業推進に向けた方針や課題等を取りまとめました。一方、歴史的まちなみ
修景整備事業補助金の申請は無く、景観重点地区の景観整備は現状維持の状態で推進するには至りま
せんでした。今後は、松阪駅西地区複合施設の整備に向けた事業の進め方の検討、歴史的まちなみ修
景整備事業補助金の見直し等を進めていきます。

【評価理由と今後の方針】
 小野江小学校区放課後児童クラブの新設、松阪市旧福祉会館や宮町共同浴場の解体、三雲・天白公
民館の移設など、131件の工事や委託業務を適正に工期内で完成することができました。今後も、適
正な工期設定によって着実な施工に努めるとともに、危険を伴う工事については、十分注意喚起を行
い、事故のない安全な工事を徹底してまいります。また、工事現場等の新型コロナウイルス感染拡大
防止対策として、アルコール消毒液の設置などの予防対策を徹底し、罹患の影響により施工継続が困
難な場合は的確な対応を行います。

営繕課 工事等の早期発注と適正かつ着実な営繕工事を実施します 評価 S

２．令和２年度 「実行宣言」
土木課 災害に強いまちづくりと市民の健康管理や憩いの場の整備を進めます 

魅力・賑わいを感じるまちづくり計画を進めます 

【評価理由と今後の方針】
 建築確認申請等368件の審査及び建築・開発等約1,300件の事前相談を迅速且つ円滑に処理するこ
とが出来ました。次年度に県から権限移譲を受ける開発許可等事務に際しては、市の指導要綱並びに
市独自の雨水流出抑制技術指針等を定めました。空家等対策事業では、地域住民等から259件の相談
を受け230件を適正に対応いたしました。今後も、法に基づく厳格な審査と指導、地域住民からの事
前相談等を図り、秩序あるまちづくりを推進します。

都市計画課

建築開発課 A適正かつ円滑な建築・開発行政・空家等対策を行います 評価

建設保全課 地域における安全で快適な住環境の整備を進めます 
住宅課 ｢今後の市営住宅のあり方に関する意見書｣に沿った業務を進めます 
用地対策課 公共事業用地の速やかな取得をめざします 

営繕課 適切な工期設定と安全で着実な工事を実施します 
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項目 項目

項目 項目 項目

平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価

目標 - 3
S

1
S

実績 2 3 1

評
価
指
標
①

指標名

評価基準…S（100%以上）、A（90~99%）、B（70~89%）、C（50~69%）、D（30~49%）、E（29%以下）

年度

指標名

令和元年度目標に対する評価

令和元年度目標に対する評価

平成27年度
目標 - 1.0

S

4年間の増減・進捗評価
-0.1

関
係
施
策
３

施策番号 施策名

-0.1
S

施策番号

施策番号 施策名

年度 平成27年度 4年間の増減・進捗評価
目標 - 1,430

A
332

A
実績 1,098 1,408 310評

価
指
標
①

３．『松阪市総合計画』関係施策の進捗度

関
係
施
策
１

施策名
浸水対策の充実

 洪水による浸水被害の軽減を図ることを目的に、主要な２河川の整備延長を目標値としていま
す。この4年間の実績は、国からの交付金決定の影響により、若干目標値を下回る結果となりまし
たが、準用河川中川河川改修事業の完了により、近年、中川の急激な水位上昇は見受けられなく
なりました。

市営住宅応募率（応募者数／応募戸数）

河川改修（九手川・中川）の整備延長

進捗度の評価

指標名

関
係
施
策
２

地域福祉・生活支援の充実

進捗度の評価
実績 1.1

まちづくりの推進

評
価
指
標
①

“豪商のまち松阪”活き生きプランにもとづく事業の完了

進捗度の評価
 豪商のまち松阪活き生きプランは、ハード、ソフトの様々な取り組みを行うアクションプラン
として平成２５年度から令和元年度末までを目標年次として行ってきました。旧長谷川治郎兵衛
家への改称と指定管理者制度を導入した一般公開の実施、路上喫煙禁止区域の認知向上を行い目
標年次を迎え完了いたしました。

年度

 入居希望者の全てが入居できるよう目標応募率を「１」としています。築年度が新しい城南団
地や若葉団地は入居希望者は多く、それ以外の団地は、入居希望者は少ない状況です。そのた
め、これまでのニーズを分析し、団地・区分・戸数等を調整し公募することで、目標達成するこ
とが出来ました。

1.0
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地区 地区

地区 地区 地区
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橋 橋
橋 橋 橋

㎡ ㎡
㎡ ㎡ ㎡評

価
指
標
③

指標名 1人当たりの都市公園面積
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 12

B
2.32

E
実績 9.68 10.15 0.47

進捗度の評価
 松阪市総合運動公園の事業完了年度を延伸したことにより、公園整備面積は目標値に達しませ
んでした。しかしながら、平成31年4月にオープンした松阪市総合運動公園スケートパークは、
利用者ニーズを適格に捉えた施設として県内外から多くの来園者で賑わっており、評価以上の良
い成果が得られていることから、今後も公園整備を進めてまいります。

進捗度の評価
 平成14年度、三重県が事業着手した鎌田踏切アンダーパスを含む「都市計画道路松阪公園大口
線他１線」の街路事業が完了し、都市計画道路の整備率は目標値の46.8％に達しました。

評
価
指
標
②

指標名 橋梁耐震補強の整備数
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 46

B
9

D
実績 37 41 4

進捗度の評価
 橋梁の耐震補強は、限られた交付金枠内での整備に限定し、実施事業費が計画事業費を超える
場合は、やむを得ず実施年度を延伸するなどの事由から、目標とする整備橋梁数には及ばなかっ
た。緊急輸送路、避難路となる橋梁は、大規模地震等の発生から人命・財産を守る重要な道路の
一部であるため、今後も優先的且つ継続した整備が必要となります。

 景観重点地区の候補地区において、４地区の重点地区指定には及ばなかったが、「自治会・ま
ちなみ保存委員会」などに参画し、今後も、重点地区指定に向けた取り組みを進めていきます。

関
係
施
策
５

施策番号 施策名
道路・公園の整備

評
価
指
標
①

指標名 都市計画道路の整備率
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 46.8

S
0.5

S
実績 46.3 46.8 0.5

関
係
施
策
４

施策番号 施策名
景観の保全

評
価
指
標
①

指標名 景観重点地区の指定数
年度 平成27年度 令和元年度目標に対する評価 4年間の増減・進捗評価
目標 - 4

B
1

E
実績 3 3 0

進捗度の評価



課長 松本 尚久組織名 土木課 作成者（評価者）
関係する

「実行宣言」
令和元年度
令和2年度

市民ニーズに対応し安心して住めるインフラ整備を進めます 
災害に強いまちづくりと市民の健康増進や憩いの場の整備を進めます 

【重点取組と目標】
・総合雨水対策10か年戦略事業や浸水対策事業等では、事業費を大幅に伸ばし、床上浸水被害が0に近づ
くよう浸水対策の充実を図ります。
・橋りょう長寿命化修繕事業費や道路整備単独事業費では、目標値を大幅に引き上げ、市民が安心して住
むことのできる環境を整備します。
・総合運動公園建設事業費（補助）では、令和3年の完成に向け、ニーズの高まる健康増進や憩いの場を創
出し、感染症対策を含めたユニーバーサルデザインの公園づくりを進めます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
 総合雨水対策10か年戦略事業などの浸水対策や、道路・橋りょうや公園の整備については、概ね目標を
達成することができ、市民が安心して住むことのできる環境づくりに取組むことができました。
・橋りょう長寿命化修繕事業費では、３橋の修繕工事に着手し、橋梁の耐用年数の引き延ばしとライフサ
イクルコストの抑制に取組みました。
・総合雨水対策１０か年戦略事業費では、松阪地区浸水対策検討会で策定した対策実施計画書に基づき、
名古須川流域と百々川流域の２箇所の事業に着手し、地域の浸水対策に取組みました。
・総合運動公園建設事業（補助）では、整備率が97.3%となり、完成に向け進展しました。また、供用を
開始したスケートパークは、県内外から多くの来場者が訪れ、地域の活性化や松阪市のPRに貢献しまし
た。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・県施工松阪港改修事業負担金では、岸壁の整備延長が未達となりましたが、仮配管などの整備を同時に
行ったためで、全体の完了予定は、計画通り進捗できる見込みです。

 土木課は以下の4係で構成し、安全・安心な生活のためのインフラ整備と松阪市総合運動公園等の整備を
進めます。
管理・事業調整係 「国県等との連絡調整・要望」等他機関との連絡調整を行います。
道路・橋梁係 「道路・橋梁の計画、改良」等道路の整備を行います。
河川雨水対策係 「治水及び浸水対策」等河川・排水路の整備を行います。
公園係 「公園の建設、維持管理」等公園の整備を行います。

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
５－⑥ 浸水対策の充実
６－⑥ 道路・公園の整備



【土木課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5回 ６回 S 5回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2橋 2橋 S 8橋

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2路線 ７路線 S 7路線

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
60.0% 59% A 75.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 96% A 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
1個所 1箇所 S

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
33.0% 33.0% S

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
22.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2橋 3橋 S 200橋

1

3 道路整備単独事業費 一般 ６－⑥

活動指標

令和２年度令和元年度

三重県社会基盤整備協会負担
金

一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

1,516 1,516
協会に関係する会合への参加

継続 2,102
協会に関係する会合への参加

活動指標

8,740 8,633
工事実施橋りょう数

継続 10,356
工事実施橋りょう数

2 道路橋りょう一般経費 一般 ６－⑥

活動指標

活動指標

226,700 225,378
事業完了予定路線数

継続 210,000
事業完了予定路線数

活動指標

44,000 41,602
期末の事業進捗率

継続 50,000
期末の事業進捗率

4

5

星合舞出線道路改良事業費 一般 ６－⑥

活動指標

松阪六軒線道路改良事業費 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

22,000 13,000
期末の事業進捗率

継続 10,000
期末の事業進捗率

活動指標

3,000 100
事業実施個所

終了 0
6

7

国道42号松阪多気バイパス関
連整備事業費

一般 ６－⑥

活動指標

最終処分場関連道路等整備事
業費

一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

34,000 9,263
事業実施路線3路線の整備率

終了 0

活動指標

0 0 35,000
期末の事業進捗率

8

9

地方創生道整備事業費 一般 ６－⑥

活動指標

橋りょう長寿命化事業費 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

180,000 156,166
工事実施橋りょう数

継続 230,000
橋りょうの直営点検数



【土木課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2箇所 2箇所 S ３箇所

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100m 209m S 150ｍ

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
265ｍ 240m A 180ｍ

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
1回 １回 S 5回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
55m 55m S 1379㎡

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
255ｍ 263m S 280ｍ

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2箇所 2箇所 S 3箇所

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
24ｍ 19m B 24ｍ

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
24ｍ 19m B 24ｍ

活動指標

601 601
事業着手箇所数(総合雨水対策)

継続 534
事業着手箇所数(総合雨水対策)

10

11

河川一般経費 一般 ５－⑥

活動指標

県施行急傾斜地崩壊対策事業
負担金

一般 ５－⑥

活動指標 活動指標

15,000 20,200
工事施工延長（他事業区間を含む）

継続 18,500
工事施工延長（他事業区間を含む）

活動指標

89,300 83,751
年間の整備延長

継続 95,200
年間の整備延長

12

13

河川改良単独事業費 一般 ５－⑥

活動指標

県施行海岸環境整備事業負担
金

一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

600 260
海開き前の環境整備（海岸清掃）実施回数

継続 555
海岸環境改善活動におけるSNSの情報発信数

活動指標

48,000 48,000
年間の護岸整備延長

継続 93,000
年間の土地購入面積

14

15

準用河川九手川改修事業費 一般 ５－⑥

活動指標

浸水対策事業費 一般 ５－⑥

活動指標 活動指標

122,000 106,658
河川及び排水路の整備延長

継続 151,500
河川及び排水路の整備延長

活動指標

50,300 46,000
事業着手箇所数

継続 100,500
事業着手箇所数

16

17

総合雨水対策10か年戦略事業
費

一般 ５－⑥

活動指標

県施行松阪港改修事業負担金 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

40,045 60,068
岸壁の延長

継続 53,045
岸壁の延長

活動指標

288 168
岸壁の延長

継続 287
岸壁の延長

18 港湾管理一般経費 一般 ６－⑥

活動指標



【土木課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2.0% 2.0% S 2.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
月1回 月1回 S 月1回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
1棟 1棟 S 1棟

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
97.0% 97.3% S 98.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
97.0% 97.3% S 98.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
97.0% 97.3% S 98.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

活動指標

2,000 38,000
被災した施設の復旧率（国災は除く）

継続 2,000
被災した施設の復旧率（国災は除く）

27 公園施設災害復旧事業費 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

2,000 493
被災した施設の復旧率（国災は除く）

継続 2,000
被災した施設の復旧率（国災は除く）

26 河川災害復旧事業費 一般 ５－⑥

活動指標

19 県施行街路事業負担金 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

47,667 41,167
年間の事業進捗率

継続 5,000
年間の事業進捗率

活動指標

207,396 225,550
定期的な清掃等の実施

継続 219,786
定期的な清掃等の実施

20

21

都市公園維持管理事業費 一般 ６－⑥

活動指標

都市公園整備事業費 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

23,500 23,500
四阿建て替え

継続 30,000
四阿建て替え

活動指標

574 579
期末の整備率（総合運動公園建設事業）

継続 601
期末の整備率（総合運動公園建設事業）

22

23

公園一般経費 一般 ６－⑥

活動指標

総合運動公園建設事業費（単
独）

一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

61,413 33,669
期末の整備率

継続 51,129
期末の整備率

活動指標

271,000 271,000
期末の整備率

継続 246,000
期末の整備率

24

25

総合運動公園建設事業費（補
助）

一般 ６－⑥

活動指標

道路橋りょう災害復旧事業費 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

2,000 420
被災した施設の復旧率（国災は除く）

継続 2,000
被災した施設の復旧率（国災は除く）



課長 阪井 正幸組織名 建設保全課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度
令和2年度

道路や排水路などの機能保全・維持管理を進めます 
地域における安全で快適な住環境の整備を進めます 

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・道路・河川維持修繕事業では、地元要望647件について、関係する各自治会等と調整のうえ約65％を実
施し、生活環境の充実を図ることができました。
・道路清掃等事業では、松阪駅松阪港線、宮町高町線等の歩道や松阪駅南北地下道、国道県道等の市管理
地下道の48箇所の定期的な清掃業務を行い、安全できれいな道路環境を保持しました。
・道路台帳整備事業では、市道新認定や廃止などの変更により、合計89路線10.2Ｋｍの台帳補正を行い、
道路行政サービスの利便性を維持しました。
・街路樹剪定等事業では、大黒田日野町線・宝塚線など、枝木が伸び車両や自転車、歩行者の通行に支障
が出ている街路樹611本の剪定を行い、歩道等通行の安全性を確保しました。
・交通安全対策施設整備事業では、地域の要望により道路反射鏡74基・防護柵設置23箇所516ｍなど合わ
せて117箇所の交通安全対策を実施しました。
・道路事故対策白線等整備事業では、塩浜塚本線等の外側線引き直し24路線・五反田町の交差点内カラー
舗装など25路線の事故防止対策を実施しました。
・中川駅東西連絡地下道管理事業では、定期点検等により不具合なくエレベーターの運転を行い、連絡地
下道の快適な利用を維持することが出来ました。
・道路維持一般経費では、職員が公用車で走行距離78,980kmに及ぶ道路パトロールを実施しました。
・樋門・樋管等管理事業では、管理している排水ポンプ施設13施設の内、塩浜排水ポンプ場のスクリーン
のゴミつまりなど不具合４件が発生しましたが全てに対応し、水害の未然防止対策を図りました。
・調整池管理事業では、市管理の調整池49箇所の内、レインボー高田調整池の扉修繕要望など5件の全て
に対応しました。
・水防施設管理事業では、水防倉庫２８箇所の備蓄資機材を点検し、土のう袋3,000袋を補充し規定の
55,300袋の備蓄を行い災害に備えました。
・水防一般経費では、東京で行われました水防研修会に職員1名が参加し、最近の防災対策、水防法の知
識を習得しました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・道路施設点検事業では、点検箇所116箇所の目標に対し道路照明灯PCB再調査の必要があり経費・時間
がかかり、道路標識・道路照明灯101箇所の点検となり、残り15か所については令和2年度、早々に対応
します。
【評価できなかったこと】
・雪寒対策道路維持事業では、降雪がなかったため、凍結防止対策はありませんでした。

 建設保全課は、市道や生活道路、小河川、排水路などの機能を保全する工事や修繕業務、及び道路や水
路の占用許可等管理事務を行います。道路パトロールなどで発見した施設の不具合箇所や、市民からの多
種多様な要望に対し、十分な調整や協議及び地域間バランス、優先順位を考慮し、側溝修繕や道路舗装修
繕、カーブミラー、防護柵設置、道路区画線、排水路修繕などを行うことにより、地域における安全で快
適な住環境の整備を進めます。

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
５－① 交通安全対策の充実

６－⑥ 道路等の整備
５－⑥ 浸水対策の充実



【重点取組と目標】
・道路事故対策白線等整備事業は、交通事故防止を目的に市道約70路線、区画線延長約160Kmを引き直
す広範囲で長期間に及ぶ工事であるが、工事実施直後に効果が表れる事業でもあるため、４月中に発注準
備し5月に入札を行うなど早期完成に努めます。
・道路維持修繕事業の「みえ松阪マラソン」に向けた路面補修等は、8月までに関係機関との協議を整え
入札し、11月末までに工事等を完成させるよう取り組みます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）



【建設保全課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
65.0% 65.0% S 65.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
48箇所 48箇所 S 48箇所

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
1回 0回 - 1回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
10km 10.2km S 10km

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
500本 611本 S 500本

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100箇所 117箇所 S 100箇所

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
116箇所 101箇所 B 121箇所

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
- - - 50m

活動指標

0 0
-

継続 4,000
側溝整備の延長

8

道路施設点検事業費 一般 ６－⑥

活動指標

最終処分場関連維持修繕事業
費

一般 ６－⑥

活動指標

活動指標

7,909 7,909
道路附属施設点検箇所数

継続 17,000
道路附属施設点検箇所数

7

街路樹剪定等事業費 一般 ６－⑥

活動指標

交通安全対策施設整備事業費 一般 ５－①

活動指標 活動指標

31,230 31,230
安全な道路環境の整備を図る交通安全対策実施箇所数

継続 30,996
安全な道路環境の整備を図る交通安全対策実施箇所数

5

6

活動指標

20,000 18,800
台帳を補正した路線の延長

継続 19,308
台帳を補正した路線の延長

活動指標

15,772 15,772

大きくなり過ぎた周辺へ悪影響を及ぼしている
樹木の剪定本数

継続 16,106

大きくなり過ぎた周辺へ悪影響を及ぼしている
樹木の剪定本数

4

雪寒対策道路維持事業費 一般 ６－⑥

活動指標

道路台帳整備事業費 一般 ６－⑥

活動指標

活動指標

2,987 2,987

雪寒時の道路維持管理を図るため積雪回数を上
回る凍結防止対策回数

継続 2,957

雪寒時の道路維持管理を図るため積雪回数を上
回る凍結防止対策回数3

道路維持修繕事業費 一般 ６－⑥

活動指標

道路清掃等事業費 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

13,937 13,282
生活環境整備の一環として清掃を行う箇所数

継続 13,798
生活環境整備の一環として清掃を行う箇所数

1

2

令和２年度令和元年度
活動指標

366,598 368,453
要望に対する実施達成率

継続 413,224
要望に対する実施達成率



【建設保全課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策 令和２年度令和元年度
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
20路線 25路線 S 70路線

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
78,000km 78,980km S 78,000km

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
65.0% 65.0% S 65.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
55,300袋 55,300袋 S 55,300袋

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
１回 1回 S １回

16 水防一般経費 一般 ５－⑥

活動指標

活動指標

7,728 6,614
水防倉庫28箇所の土のう袋の備蓄枚数

継続 1,339
水防倉庫28箇所の土のう袋の備蓄枚数

活動指標

204 204
水防法に関する研修への参加及び訓練実施の回数

継続 1,446
水防法に関する研修への参加及び訓練実施の回数

15

樋門・樋管等管理事業費 一般 ５－⑥

活動指標

調整池管理事業費 一般 ５－⑥

活動指標

水防施設管理事業費 一般 ５－⑥

活動指標

活動指標

8,758 8,758

調整池に関する不具合に関する要望等を受けた
際の対応率

継続 10,209

調整池に関する不具合に関する要望等を受けた
際の対応率

13

14

活動指標

61,030 59,830
要望に対する実施達成率

継続 60,725
要望に対する実施達成率

活動指標

23,841 21,711

樋門管理者等からの不具合に関する報告や修繕
要望を受けた際の対応率

継続 24,180

樋門管理者からの不具合に関する報告や修繕要
望を受けた際の対応率

12

道路維持一般経費 一般 ６－⑥

活動指標

河川維持修繕事業費 一般 ５－⑥

活動指標

活動指標

34,194 33,672
安定した道路維持専用車両の運行

継続 33,759
安定した道路維持専用車両の運行

11

道路事故対策白線等整備事業
費

一般 ５－①

活動指標

中川駅前・連絡道管理事業費 一般 ６－⑥

活動指標 活動指標

13,945 13,264

エスカレーターの良好な稼働率（危険回避措置
等のための停止日を除く。）

継続 13,806

エスカレーターの良好な稼働日数（維持管理不
備を原因とする停止日数を除いた日数）

9

10

活動指標

10,000 10,000
事故防止対策路線数

継続 110,000
事故防止対策路線数



 住宅課は、昭和40年代以降を中心に市営住宅の整備を進め、現在では改良住宅等も含め管理戸数が
1,673 戸となっており、住宅に困窮する低所得者等に対して低廉な家賃で賃貸し、生活の安定と社会福祉
の増進に寄与することを目的としています。
 基本業務として、市営住宅及び関連施設の管理、住宅の入退去事務、使用料の徴収、不正入居、悪質滞
納者への対応などを行っています。

組織の概要（主な業務）
関係する『総合計画』施策 ２－④ 地域福祉・生活支援の充実

【重点取組と目標】
・施設マネジメントの一環として実施している老朽化住宅の住替え集約化については、継続して重点事業
と位置付け取組んできましたが、ここまで順調に進捗しているものの、例えば住替え先市営住宅の確保が
年々困難になる事が予想されるなど、他の課題も含め事前の検討を十分に行い対応策の準備が必要となり
ます。
・新型コロナウイルス感染拡大の影響による離職により住居を失う方への市営住宅一時使用について、受
付期限の令和3年3月31日以降も状況に応じて柔軟に対応できるよう準備していきます。また、市営住宅入
居者で収入が減少した方に対する減免措置等についても継続して対応していきます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・市営住宅管理運営事業では、現年度家賃徴収率が前年度を下回ったものの目標とした98％以上は達成し
ました。また、市営住宅老朽化対策に伴う住替えについては、予定戸数の11戸を上回る15戸を行うなど平
成29年度以降順調に進捗しています。
・市営住宅維持修繕費では、ベランダ帯防水について40戸の目標に対して44戸を実施し、階下への水漏れ
やコンクリートへの浸透による鉄筋の腐食爆裂の予防保全に努めました。
・市営住宅修繕工事費では、目標どおりベランダ手摺塗装、物置改修工事を合わせて117戸を実施し、腐
食による脱落や台風時の倒壊などのリスク回避が図れました。
・公営住宅ストック改善事業費では、社会資本整備交付金（国補）を利用した事業であり、屋上防水、外
壁改修、給水システム（受水槽）改修工事を目標とする8棟を実施し予防保全的な施設管理を行いました。
・一般管理経費では、過年度滞納分の徴収率について、前年度実績の2.4％に対して目標を2.5%としまし
たが、滞納全額一括返済などもあり目標を達成することができました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・指定管理者制度導入に向けた検討を行ってきましたが、令和元年度においては制度導入には至りません
でした。引続き今後の検討課題と位置付けていますが、他の優先事業もあることから優先事業の進捗に合
わせ改めて導入に向けた検討を再開します。

課長 田畑 吉隆組織名 住宅課 作成者（評価者）
関係する

「実行宣言」
令和元年度
令和2年度

「今後の市営住宅のあり方に関する意見書」に沿った業務を進めます 
「今後の市営住宅のあり方に関する意見書」に沿った業務を進めます 



【住宅課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
①98％
②11戸

①98%
②15戸

A
①98％
②11戸

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
40戸 44戸 S 40戸

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
117戸 117戸 S 108戸

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2箇所 2箇所 S

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
8棟 8棟 S 9棟

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
2.50% 2.57% S 2.5%

807
滞納繰越分の徴収率

56,506
屋上防水、外壁改修、給水システム(受水槽)改修

6 一般管理経費 特別 ２－④

活動指標 活動指標

806 65
滞納繰越分の徴収率

継続

0

5 公営住宅ストック改善事業費 一般 ２－④

活動指標 活動指標

82,486 70,457
屋上防水、外壁改修、給水システム(受水槽)改修

継続

54,738
物置改修、ベランダ手摺塗装

4
市営住宅ブロック塀等対策事
業費

一般 ２－④

活動指標 活動指標

800 800
ブロック塀改修箇所

終了

104,040
ベランダ帯防水

3 市営住宅修繕工事費 一般 ２－④

活動指標 活動指標

49,500 38,529

市営住宅維持修繕費 一般 ２－④

活動指標 活動指標

102,849 102,849
2

物置改修、ベランダ手摺塗装
継続

46,860

ベランダ帯防水
継続

①現年度家賃徴収率の向上
②市営住宅老朽化対策としての住替え

継続

令和２年度令和元年度

1 市営住宅管理運営事業費 一般 ２－④

活動指標 活動指標

48,257 46,254

①現年度家賃徴収率の向上
②市営住宅老朽化対策としての住替え



課長 山路 伸之組織名 用地対策課 作成者（評価者）
関係する

「実行宣言」
令和元年度
令和2年度

公共事業用地の速やかな取得をめざします 
公共事業用地の速やかな取得をめざします 

【重点取組と目標】
・用地買収業務については、今年度事業で計画をしている買収及び寄付の１００％取得を目指します。
又、前年度協議調整中の案件についても早急に用地取得に努めます。
・境界立会の申請から立会実施までの期間を出来る限り短くし申請者のニーズに答えていきます。
（立会いの事前調査を、立会い終了後の空いた時間を利用し効率よく行っていきます。）
（今年度より境界立会の実施コマ数を１コマ増やしていきます、昨年度までは週８コマ→今年度９コマ）
・未登記処理物件についても計画を立て処理を行っていきます。
・他部署からの応援等についても出来る限り対応していきます。
・担当職員への用地交渉研修・境界立会研修・登記研修等を偏ることなく受講させ用地実務交渉能力の向
上が図れるようにしていきます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・用地買収業務では、「井村殿村線」、「豊原１号線」、「星合舞出線」、「松ヶ崎線」、「焼橋厚生
線」、「準用河川九手川」の道路・河川改良工事、買収・寄付予定８筆中7筆の買収・寄付が完了しまし
た。（用地取得率としては87.5％）買収・寄付等に関する、公図等、登記関係書類、戸籍関係書類の収
集・現地立会いなどについても年度の上期中に完了出来ました。又これら以外では都市計画道路「東町松
江岩内線」について土地開発公社を活用し、1筆取得することができました。他部署の事業であるが、五主
及び松名瀬津波避難タワー整備事業について協力し立会い等を行いました。
・境界立会業務としては、境界立会を275件行いました。境界立会等により、道路用地、水路用地として
64件の寄付を受け登記事務処理を行いました。
・未登記物件の処理としましては当初の予定通り2件の処理が完了しました。
・担当職員への用地交渉研修・境界立会研修・登記研修等を偏ることなく受講させ用地実務交渉能力の向
上が図られたと思います。
【達成できなかったこと・改善すべき点】
・用地買収業務においては、「立野通り高田線」、「谷線」、「上川道２号線」、「西昇道線」、「根木
御麻生薗線」については地元及び地権者との協議調整中です。
・境界立会の実施状況としましては、申請件数298件に対し、境界立会を275件実施しましたが、申請から
境界立会実施までの期間が平均約30日を要しています。できる限り申請者の意向に沿える形で日程調整
や、立ち合い資料の調査を行い、迅速に境界立会を行うように努めていきます。（立会いの事前調査を、
立会い終了後の空いた時間を利用し効率よく行っていきます。）

 用地対策課は「公有地係」と「用地補修係」の２係があり、公有地係としては主に、市所管の公有財産
（道路、河川、水路等）の境界確認と、それに伴う用地の寄付等による登記・測量業務委託、未登記処理
です。また、用地補償係は道路・河川等の公共工事推進に伴う公共事業用地の取得（買収・寄付）、「公
有地の拡大の推進に関する法律」の届出及び申出などが主な業務となっております。

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
５－⑥ 浸水対策の充実
６－⑥ 道路・公園の整備



【用地対策課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 87.5% B 100.0%

用地対策事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

12,884 12,884
1

事業計画用地の100％取得
継続 13,167

事業計画用地の100％取得

令和２年度令和元年度



 都市計画課は２係で構成しています。 まちづくり計画係 「中心市街地のまちづくり」「都市計画の
決定及び変更」「都市計画図」に関する事など、まちづくりに関する計画を推進します。景観係 景観法
に基づく「建築、開発行為等の届出」、三重県屋外広告物条例に基づく「屋外広告物」の許可事務に関す
る事など、より良い景観の形成を図っていきます。

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
６－④ まちづくりの推進
６－⑤ 景観の保全

【重点取組と目標】
・屋外広告物事業では、許可事務・指導事務などを行い、屋外広告物適正化旬間中（９月予定）には市内
一円のパトロールを実施し、良好な景観形成、美観風致の維持に努めます。
・中心市街地整備事業では、昨年度に実施した「松阪駅西地区市場動向調査」の結果における民間事業者
のニーズ等を踏まえ、「松阪駅西地区複合施設実施方針策定業務委託」を６月末までに契約し、松阪駅西
地区複合施設の整備に向けた事業の進め方（公募等）の検討を行うとともに、その際の諸条件を整理して
いきます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・都市計画審議会事業では、「松阪都市計画道路の変更」について、審議会での審議を経て変更の手続き
を行いました。
・都市景観推進事業では、景観重点地区候補地におけるまちなみ保存員会などに参画し、重点地区指定に
向けた取り組みを行いました。また、良好な景観を後世に残すため、次世代を担う市内小中学生を対象に
「まつさか景観絵画コンクール」を開催し、５８８人からの応募があり、市民の方々に観覧してもらうよ
う市内６か所で入賞作品を展示しました。
・都市計画図作成事業では、平成29年12月撮影の航空写真を基にして松阪都市計画図の整備を行い、閲
覧、販売用図面等及びホームページの更新を行いました。
・中心市街地整備事業では、松阪駅西地区複合施設計画を進める中、平成３１年３月に策定した「松阪駅
西地区複合施設基本構想」を基に、民間事業者へアンケート・ヒアリング調査を行う「松阪駅西地区市場
動向調査」を実施し、事業推進に向けた今後の方針や課題等を取りまとめました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・都市景観推進事業では、景観重点地区における「松阪市歴史的まちなみ修景整備事業補助金」の交付要
件を満たす申請がありませんでした。歴史的なまちなみ、良好な景観が継承されるように、補助金交付要
綱で定める補助対象事業の「景観形成基準（修景基準）」の一部見直しを進めていきます。

課長 笠井 賢一組織名 都市計画課 作成者（評価者）

関係する
「実行宣言」

令和元年度
令和2年度

まちの賑わいにつながるまちづくりを進めます 
魅力・賑わいを感じるまちづくり計画を進めます 



【都市計画課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
２回 4回 S 3回

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
500人 588人 S 500人

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
4,700回 6,624回 S

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100% S 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 97.3% A 100.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価

①60人
②10社

①41人
②14社

B ５社

1

令和２年度令和元年度

屋外広告物事業費 一般 ６－⑤

活動指標 活動指標

3,080 2,857
屋外広告物適正化旬間中のパトロール回数

継続 3,027
屋外広告物適正化旬間中のパトロール回数

活動指標

379 66
審議会開催時の可決を経る。

継続 379
審議会開催時の可決を経る。

2

3

都市計画審議会事業費 一般 ６－④

活動指標

都市景観推進事業費 一般 ６－⑤

活動指標 活動指標

9,558 4,815
まつさか景観絵画コンクール作品応募者数

継続 7,624
まつさか景観絵画コンクール作品応募者数

活動指標

29,000 26,400
都市計画図閲覧数

終了 0

活動指標

4,100 4,015
適正な納品率

継続 4,100
適正な納品率

4

5

6

都市計画図作成事業費 一般 ６－④

活動指標

都市計画変更事業費 一般 ６－④

活動指標

都市計画一般経費 一般 ６－④

活動指標 活動指標

4,999 4,245
都市計画全事業の目標達成率

継続 5,178
都市計画全事業の目標達成率

活動指標

5,066 4,616

①活き生きプラン推進会議の延べ参加者数
②ヒアリング業者数

継続 4,300

「事業者の公募」などの検討に向けた事業者ヒ
アリング業者数

7 中心市街地整備事業費 一般 ６－④

活動指標



 営繕課は、建築係・営繕係・設備係の3係の構成となっており、市の公共施設における営繕工事及びその
関連業務を適正かつ着実に実施し、誰もが安全・安心に使用できる公共施設の構築や快適で機能の充実し
た施設とすることを目指して、設計及び工事を行っています。
 また、令和2年度から一部の公共施設について定期点検業務を実施し、施設管理部局と連携して健全な維
持保全に努めていきます。

組織の概要（主な業務）
関係する『総合計画』施策 ７－① 計画的な行政運営

【重点取組と目標】
 令和2年度においては、地区市民センターのトイレ改修や市営住宅の給水システム改修などの同種工事が
複数あることや、小中学校の改修工事など、適切な工期を設定し、着実な工事を行います。また、鎌田中
学校校舎解体工事や農業屋コミュニティ文化センター特定天井等改修工事等では、高所足場での作業など
に十分注意し、事故のない安全な工事を行います。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
 小野江小学校区放課後児童クラブ施設新築工事、松阪市旧福祉会館や宮町共同浴場の解体工事、三雲・
天白公民館移設など、工事102件 約18億円、委託業務18本 約6千万円の発注を行い、鎌田中学校校舎
改築工事などの繰越事業も含め、工事109件 約48億、委託業務22本、約1億9千万円を工期内に無事完了
することができました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
  達成できなかったこと・・・なし。
  改善すべき点・・・特に無し。

課長 山本 直弘組織名 営繕課 作成者（評価者）
関係する

「実行宣言」
令和元年度
令和2年度

工事等の早期発注と適正かつ着実な営繕工事を実施します 
適切な工期設定と安全で着実な工事を実施します 



【営繕課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S 100.0%

営繕管理事業費 一般 ７－①

活動指標 活動指標

5,091 5,091
1

営繕業務を適正に実施する。
継続 7,478

営繕業務を適正に実施する。

令和２年度令和元年度



 建築開発課は、建築基準法や都市計画法等に関する建築行政・開発行政を行っています。
 建築行政・開発行政の事務のほとんどが許認可事務であることから、厳格かつ円滑な審査をめざしてい
ると共に、これらの事務に係る事前相談や指導等について適正かつ迅速な対応をめざしています。また、
狭あい道路の解消や空家等対策の促進をめざしています。

組織の概要（主な業務）

関係する『総合計画』施策
５－④ 防災・危機管理対策の充実
６－④ まちづくりの推進

【重点取組と目標】
・建築・開発等の事前相談を迅速に対応するため、建築開発事業において、総事前相談件数の内の93%以
上のものについて、７日以内に処理するように取り組みます。
・安全・安心な生活を確保するため、空家等対策事業において、総相談件数の内空家に関する相談への処
理率を80％以上とし、相談ごとの解決につながるように取り組みます。また、不良空家等除去促進補助金
において、24件に除却費用の一部を補助するように取り組みます。
・まちの安全性や快適性を向上させるため、狭あい道路整備促進補助金において、40件の道路後退用地を
取得するように取り組みます。また、狭あい道路整備促進事業費において、25件の道路後退用地を整備す
るように取り組みます。

令和２年度の取組・目標について（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）

令和元年度の評価（個々の事業については次ページ以降をご覧ください。）
【達成できたこと】
・建築開発事業において、建築確認申請等の368件を適正に審査し、円滑に処理することができました。
また、建築・開発等の事前相談が約1,400件あり、その内の約1,300件（93.0%）について、迅速（処理
日数７日以内）に処理することができました。
・建築確認電子台帳整備事業において、アスベスト調査台帳を整備することができました。
・空家等対策事業において、地域住民等から259件の相談があり、その内の230件（88.8%）について、
放置された空家の所有者に対して適正管理の依頼や所有者からの相談に対応することができました。ま
た、不良空家等除去促進補助金において、31件の事前判定申請があり、その内不良空家等に該当した22件
について、除却費用の一部を補助することができました。
・狭あい道路整備促進補助金において、65件の協議申請があり、その内の26件については、助成金と報奨
金により道路後退用地を取得することができました。

【達成できなかったこと・改善すべき点】
・狭あい道路整備促進事業において、5件の電柱移設費を見込んでいたが、取得した道路後退用地に電柱が
なかったため、該当するものがありませんでした。

課長 水越 敏組織名 建築開発課 作成者（評価者）
関係する

「実行宣言」
令和元年度
令和2年度

適正かつ円滑な建築・開発行政・空家等対策を行います 
適正かつ円滑な建築・開発行政・空家等対策を行います 



【建築開発課】事務・事業管理シート（予算事業）

No. 事業名 会計 関係施策
当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
93.0% 93.0% S 93.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
100.0% 100.0% S

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
68.0% 88.8% S 80.0%

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
5件 0件 E 25件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
12件 22件 S 24件

当初予算（千円） 最終予算（千円） 方針 当初予算（千円）

目標 実績 評価 目標 実績 評価
25件 26件 S 40件

令和２年度令和元年度

1 建築開発事業費 一般 ６－④

活動指標 活動指標

19,853 19,499

相談処理率（処理件数/相談件数）
継続

12,695

アスベスト調査台帳の整備
終了

事前相談等の処理率（迅速化件数／総件数）

2 建築確認電子台帳整備事業費 一般 ６－④

活動指標 活動指標

22,134 19,800

事前相談等の処理日数
継続

補助件数
継続

0

3 空家等対策事業費 一般 ５－④

活動指標 活動指標

5,732 1,892

補助件数
継続

5,884
相談処理率（処理件数/相談件数）

4 狭あい道路整備促進事業費 一般 ６－④

活動指標 活動指標

3,200 0

補助件数
継続

19,920
拡張整備件数

5 不良空家等除却促進補助金 一般 ５－④

活動指標 活動指標

3,000 6,000

13,200
補助件数

6,000
補助件数

6 狭あい道路整備促進補助金 一般 ６－④

活動指標 活動指標

16,800 9,000


